
                     2016年度 事業計画書  （2016年4月1日～2017年3月31日） 

特定非営利活動法人 ハート･オブ･ゴールド 

1   事業実施の方針 

被災地や紛争地及び開発途上国の子ども達、障がい者、貧困層の人々に対して、スポーツや教育、その他の活動を通じて自立につな

がる事業を行い、苦境に立ち向かう人々や子ども達が人生にチャレンジするための「希望と勇気」を持つことが出来る機会創造に寄与する

ことを目的とする。特に、途上国の人々が自分達のかかえる問題を自らの力で解決していけることを目指し、彼らの視点に立って、彼らと

共に人材育成に力を注いでいく。  

2   事業の実施に関する事項 

(1)  特定非営利活動に係る事業 

定款の事業分類 事業名 事業内容 実施日 実施場所 

国内外におけるｽﾎﾟ

ｰﾂ大会､ｲﾍﾞﾝﾄの運

営協力事業 

･ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄ国際ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 

後援 

・主催者であるｶﾝﾎﾞｼﾞｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸ委員会、陸上競技連盟の自立運営を

見守りつつ、有志が参加し第21回大会を共に盛り上げる  
12/4 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

(ｼｪﾑﾘｱｯﾌ )゚ 

･ｽﾎﾟー ﾂｴｲﾄ  ゙

･ﾁｬﾘﾃｨｲﾍﾞﾝﾄ 

・ 国内のﾁｬﾘﾃｨﾏﾗｿﾝ･ｽﾎﾟー ﾂｲﾍﾞﾝﾄなどの実施協力 

・ ﾁｬﾘﾃｨｲﾍﾞﾝﾄの主催・後援・協力など開催協力 

4月〜 

3月 

日本 

 

ｽﾎﾟｰﾂを通じた開発

支援事業 

･小学校体育科教育振興 

 (JICA草の根技術協力事業) 

  

･小学校体育普及支援 
(岡山市（CLAIR）補助金事業) 

 

・中学校体育科教育指導要領作

成支援事業（SFT再委託事業） 

・中学校体育科教育指導書作

成・普及事業（JICA 草の根技術

協力事業） 

 

・ｽﾎﾟー ﾂ施設設置・建築 

・ ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ小学校体育科教育普及第3ﾌｪｰｽﾞ（9月まで）を､ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ教

育省と協働で実施。担当官 12 名の育成、地方での新体育普及体

制確立のための活動を実施。本年度は4地域で評価、7月に最終

ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ・ﾐー ﾃｨﾝｸﾞを実施し、教育省大臣に提言書を提出予定 

･ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ教育省主導の運動会の開催を目的とした指導技術の確立 

(担当官の日本での研修、現地体育実技講習会) 

 

・中学校体育科教育の指導要領作成を継続、12月に認定取得予定 

・中学校体育科教育の指導書作成及び普及支援開始予定 

 

 

・体育科教育実施の学校に必要なｽﾎﾟー ﾂ施設を設置 ・建設 

 4 月〜 

3 月 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

障がい者支援事業  
･障がい者ｽﾎﾟー ﾂの振興 

･日本の大会へ招聘 

･障がい者ｽﾎﾟー ﾂ（陸上）人材育成、ｼｽﾃﾑ構築支援 

・障がい者ﾗﾝﾅｰの日本のﾏﾗｿﾝ大会への招聘 

4 月〜        

3 月 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

被災地、紛争地にお

ける自立・復興支援

事業 

･日本語教育 

･BBU大学内での日本語講座（青少年への日本語教育を拡大） 

・ﾁｪｲ小学校での日本語教室 

・日本からのﾂｱｰの受入れと交流 

4 月〜 

3 月 

 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ（ｼ

ｪﾑﾘｱｯﾌﾟ） 

 ･養護施設（NCCC）運営 

・ ﾊｰﾄ･ﾍﾟｱﾚﾝﾄ(里親制度)で孤児や貧困児童を受入れ養育する。 

・ ﾛｰｶﾙｽﾀｯﾌの人材育成 

・日本の学校との交流 

・子どもの健康増進･疾病予防 

・学校に浄水器を設置することにより、安全な水を提供し、子ども達

の疾病予防、健康増進に寄与する 

・昨年のﾁｪｲ小学校全校虫歯検診を受けて虫歯予防のための歯み

がき指導 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

･3.11子どもanimoﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

･4.14子どもanimoﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

･ 被災学校の支援（太陽光街路灯）及び被災学校との交流の推進。 

･ 熊本地震の支援を､日本警察･消防ｽﾎﾟー ﾂ連盟と協働で実施 

宮城県 

福島県 

熊本県 

国際理解・交流事業 

･ｽﾀﾃﾞｨﾂｱ  ー

･青少年交流 

・ 国際協力の現場見学とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験や交流により貧困･環境・平

和・開発などについて理解を深める。 

･企画ﾂｱｰを実施（活動参加型ﾂｱｰを計画） 

・学生や団体のｽﾀﾃ ｨ゙ﾂｱｰ受入れ（中学・高校・大学・団体など） 

4 月〜 

3 月 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

･ｻｰﾋﾞｽﾗｰﾆﾝｸ (゙学校教育支援) 

持続可能な開発のための教育

/岡山型ESD推進事業協力 

･研修・啓発･講演会 

・ｲﾝﾀｰﾝ受入れ（国内外） 

・学校や団体に講師を派遣 

・ｽｶｲﾌﾟや文通､ﾒｰﾙによる現場との交流・情報提供。国際協力、交流

などの実践的学習活動の場を学校に提供。 

･ 国際協力等のｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑやﾊﾟﾈﾙ展、講演会などを開催、講師派遣 

･ ｲﾝﾀｰﾝの受入れ。 

4 月〜 

3 月 

日本 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

その他、この法人の 

目的を達成するた

めに必要な事業 

･出版/調査/研究など 

・通信・ﾈｯﾄ・機関誌での啓発活

動 

･ 学会発表、調査研究、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ､会議などへの参加｡ 

・ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ改訂、記録映像の保存、「HG 通信」年 2 回発行 

・HG 20周年記念誌準備 

4 月〜 

3 月 

日本 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

（2）その他の事業 

定款の事業分類 事業名 事業内容 実施日 実施場所 

ﾊﾞｻﾞー その他 

物品販売事業 

ﾁｬﾘﾃｨﾊﾞｻﾞｰの実施やｸﾞｯｽﾞ販

売･ﾊﾟﾈﾙ展示 

Ｔｼｬﾂ、ｷｬｯﾌﾟ、書籍などの販売やﾊﾟﾈﾙ展示を通して活動支援金を

広く集める。併せて、活動内容の広報を行うとともに、国内での活動

支援者層の拡大を図る。各地域で開催されるｲﾍﾞﾝﾄへの参加｡ 

随時 日本 

 


